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北進するコースを通った．このように2つのピークの出

現は台風の経路に依存していることがわかる．ただし，

最低気圧の起時はキティ台風の場合も最大偏差が起きた

時間より2時間前となっている．さらに詳細な解析と検

討が必要である．

　8．まとめ

　台風6号で生じた高潮について，，主に東京湾内の潮位

変化の特徴を述べてその成因を調べた．平滑した最大偏

差は千葉で163cm，東京で127㎝であった．東京で

は顕著な副振動によって，最低気圧を記録して1時間20

分後に最大偏差が現れた．数値計算による再現計算の結

果・これは高潮によって千葉周辺に集められた海水が，

台風の通過後に自由波となって南西へ進行し，さらに羽

田沖の水深分布により屈折が起きて東京に高い偏差を

もたらしたものであることがわかった．このような状況

は・過去の台風によっても生じており，東京湾の西を南

西から北東ヘコースをとる台風では偏差は2つのピーク

をもつと推定される．

　防災上重要だと思われるのは，台風が行きすぎて潮位

が下がり始めても，東京では安心できないことである．

上に述べたように台風のコースによってはもう一度潮位

が上昇してくることが十分考えられる．水門等の操作に

はこのような点への配慮は重要だと思われる．
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